
して- 鼠の母 でLtbあ ,)とにか くなん とかゆ って ゆけ るのは ノ 珂瀕 に入った庭

中 と紫 に寛 し各 -'生 ,)励ま しあ っを ,)してい ることがその慶 大 の盈 由 と思え

ます . こ らした癖慶 の人間拷廉 の東雲 乱 しそれ は宙か象 葛身 で っくるぺ ぎ竜

のゼ 電あ ります )地 の療劇 こ止 し索療 しい農 軒1=,＼ヒ敵われます や嵐 鹿私薮 蚊

田本 にお け るマ l)ッジガウ ン也ラーの蜜分 けとなるべ <歴盤 L t L､ますが .
勿論麗 質 として劇 切 らb ば､ならぬ面も多 (ノ夢が大 きい と欠登 竜丸 まく, し

い 亡は長泉 杢 しない篠 田とな ることを産廃 した上 王の こ ヒゼ汲 4とLた歩み

ですo私 蕗 の粛Jこも多 くの一軒 鮭がノ各々の海 リガで泉養 Jこ努 力 Lこ象塵 ヒ政審
を赤見と せ こg L＼で になるし ,私選 Juその嬢 にあ ()たい と森田 呑舟 に竜 し＼き

かせでい ます a 新鮮な赦免 と才観 をもたれ た番線 が入 っこお いで に怠 る こ と

を大 (＼に飲奴 いた します _

一人立ち四年目のつぶやき
大 江 和 子

Tlを いま 占 珂 ∠ 日 生塵 4蒔 o倉 ′g太鹿屋 のDC-17 C承虜 鹿Jbr周 囲か ら

顔 升 へ東 って番が たちよ し左 ,そ の中 ヒ乗 っている ′t,iヒ,)の邑 の鷹 し､.煤

の鈍 い ′Dlc才 を少 し出 たぐ らいの ′ 勧 告高 くな いがが っ しり している嘩士

が私 をノ秘番 として薮 ,て し1る額虜 です ｡

これか らノ過周 がt鬼 の息 めき腰 間 - 他人橡 表層Lの各 日に璃 FT磨 れ てし､るヒ
この渡 恵蹄 こそと′あ力 量 これ立込 l)た い こ とだ らけで索 LLヽ魔 のや tiL､つ

ば U にな っt しま し､ます .審 虜 の増 悪をニLな に心蕗宴に して い ると灯′あ

ま ()血液 な紘馨 で｣まあ ()ませLが 一---I,,

産婆 配置鹿 とい ち と七つ 竜な くめ患ぐる しい政界 'l=鱒がiiL三三草 食 ′

をだl一生感 命頑鍍 っ走 とい ろ以 外/い ったい白倉 が､何 を藤 -｡ど九だ 炉遮.歩 L

Ilのか ′直感 いて番 えた ことも ない腐厳 です ｡ /,あ い ､う底 衷 li.あな たt=

tLどちか しら′.ヒ麿 をかしが､られる施生身 の前で /'大 丈夫 です /, と厳暑 して

懲 繁藤 ぞ大赦丈に窟L倉 の克 ′も;'そL忽煎I=なaのか と姦 健 を新 にLなが
ら温 ぐ名韓 日を鼠 リ汲 ってみました -

逐日まコピー ライター として 入 r)よLだので 三年衆 の碑親愛Li贋 の前半 は倒

雅老 ヒ しての溝勅 に終磯 しま した, コピ-ラ イ タ- とい えば ｢虹か剰 J騎玖 J

な どによ って各で 虻温 く締 れ磨 って しまっ妾鹿 紫ゼ すが ′ 私 の入った周 は-

一級Iこ塾の身 しく′鼠 色身量 こん な 塾の とは痢 ら恋い ゼ ′ t=産働 きに働 し＼て 故

た し､思 いゼ選 んだ､威 像 で し-r=｡

コピ- タ^ダ - ヒい ちの成風 に いろ定盤の文展象 のこ とで すが ｢ヌカ ･ンヒさ

わやかコ カコ一手｣ だ骨 を搾 っこすま しているわ け に 鑑ゆきません ′轟昆冴
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奴は竜 とよ()の こと市場 歯森 や消療者 事象 ヒよるヂ -ダヒ堺鹿 叙 .そ こから

建て くる アイデ ィァ に産 いて丈乗 せ療 ()観象夜風 を憂 え , 矛､耳､ィナ-と.打食

わ せ ′カメラ マンヒ11谷あせ ′衆鹿 が変叔するまゼ ー艶 を束すめる ことかで

きな いのゼナ｡

宏巷 の素材 を求めて漫威厳 lこも会 し､ま した｡スチ lアデスヒも基 いよしf=′
嫁薮 のサイン妥留 った ,)Lま した.廠彩のた め(=兼行虜 に狩 った L)′'A掛に

屠 った リ ノ 森 ちわL を蘇ち磨 克て篠庭 師 こ衛っ f=,)よい卑鼻 を膿 るた射 二は′

子 鹿 と-衝に泥 んこ塵 か宜 しま した ′委帝はずれ に堵舜 し＼象 し＼っlioL､の トマ

トを擁 レ粟あて虹 をそろf Lf=′末 テ/レの顧慮勝に出かけ こ布 き 必死 の憩い
で偉大 のロース トビ-フrL注文 をっIJよ しt=G牙 をだ L;か ら丸 し乍ら.モデ

ル感 の卿 のi-ムラ インを直 しま した ,出 ないア/ダ ィァ を巌 ()ま すのにヰ

吐 きの赦夜 も何 度か ′でも出来 を線審 を庖え て .クラ イエ ント L藤森免 )へ

紫 LJiiん七 めく痔 F-Lは威 虜 に出 てゆく楓尭 ファイ トを燃や して し､乏 しを o

デ ィレク37- とかプ ロデューサ ー とか 云え正 閏えがよいのですが′ コピライ

タ ーは-アJ-i /iア マンである と同時 に鹿砦廃藩が 泉ぬす るまでの食像 夫でも

あ ｡ま した｡しか し象も帝′こ の項 は単底 壁膚カ＼LB社豪 産溝 への塵東釦 こ加

えて′左すこ とC7)すべてが新席 でおも しろく′南砂日立府索 の日も夢 中で膚

か､歩 き会薮 (=出 若 し′コ ピーを塞 きノJい患 鼻 を廉 め厳粛 に立 ち良 い-ク手イ

エ ン トのイシア クマ加液を欺 き乍ら立播 いっは｡い の各 日を送 っていま したQ

砿 LL＼商灸 に(-L塵 いあ ()ませ 心か ′与 えられ 走路覇 と自己 の鼻庄 内でカ の階

()仕 事をRR一理 してLb( こと(=IE勝 利の潜 しさがあ L)′蜜 Lじの作 各か新線坤藤

盛 ビ疲 い互鮒に牌 薮 J<L九ているのをみ ると.次 の仕奉へ の新 しい恵裸 が 負と

湧 き上 って来たも ので す.

さて.およそこ年鑑 つた頃 ′仕 車 紋D､LBりと変17リよ した Jそれか＼免衷 や
っている来客 とい うもの で すO常務 は私が､入社 した当麻の執椎部長 であり′

好療鮎 で竜樽毅野で夜霧 の勉d:とある アー トデ ィレグp-ですから私 立布

変わらず .コピー とか デザ イン . レイアe7トな ど､とい ろことばに喝ま),Lては

います,br,露盤Jiq'う師 筆者 で はな く ′ 密教堂車の金剰侭倉 憂慮寒 し塵磨 し

ノこいるデ ィ レグ37- のアシjeタ ン ト.薗単に申せば 町で竜塵で す .原庵 着 き

からお産 出 しに変るすべ ての勝 確 Ⅴ- ど,Oを ご恩像下さい,

思 うと水蜜 乗務 とはー常藤 を廃 園車 に例え九 ば＼その鹿 困鼻 を農 畜 のスピー ド､

ヒ凝寓 のコ 二一ディi,ヨンで ′ しか:L車紋な(声脅勉 まで患尊 する ｢し- JL｣

と同じよ うなものです ｡

レ J L-の廉 さ方朝 杵で廃 園牽 紅塵顔 Lf=(),恵庭 生 したりす gゼ しよう, ど



らしよらもない衝突L立底東叉 という手で避 (j-ら九 名で しょう,つ まlJ吐宙

のオ覇づ 廿によ ゥて横腹 生を飲 ,)除き′働 き煎れ ､コシデ ィriヨンを釦 ()也

してゆくことか できるわけで す Cそのためには 宙森 を却 えたり腰 LrI()し731

けjltfな長患 いことも しば しIでですが ′ 物 奉を彫塑 する牙東 を決 める鍔弼瞬

間rLは 由この間渡 し＼のない判断 力が観 く婁 嘉され るのどす .

･勿ぬ レ-ル を敷 くには療 弼車を卿 らね ば､か )よせL ,この比重 を一也 めて.

立ち-年 になろ ちとして いますが ノ野虜 の思慮 と物 の唐 え方を寛解 する のに

務 え過 ぎてくたくたになって しょうことが 番 L)ま す ｡舟 をして庚 しいのか_

打 をしこ欲 しくないのか.鮭 に会 いたいのか J誰 に鑑金い たくないのか.っ

ね に好事の乳膝 に一歩鬼 L じ､て鮭へ鮭 へ旦車 を遭 めて ゆくこと, これ ば私 の

場合 に解 らず ,どこの感傷 (-L強くも⊥孝‖こオする礼厳 と心線 てよい 大物な ご

と音 と思い ます .

i
｢東塵 とはめか飢 ＼までも J少く とも よい嵐番 になろち とすれ £す る農 産至

当T=る研摩 晶夢 (′藤には レール 軟 さに くとo:､九果 て 逃ゝ げ､LfLたいとも思

います れ 会巌申ゼ番も虚数 L:LLlる人 の仕事を針 どす管ら融けて いる とい

うまま痔か な密 リを新 しし､エ ネ ル ギ､-の源泉 と出来 る ことd:しあわせです ゥ

凋手の立壕 ′杜車の旺酎 二線 みて J 包みが どうあらお 産ならないが を ′ 赦し

くえ腐 しなけれtillならない の竜冬の私 にはよい ことだ と思 います .

で塩地象斜 出身 とい ろ ことが､何がプラス に養 っているか と筒われ九はナ勿験

rイ土ス｣ と答えよれ 鼓せ､な引ぎ地歌も粒質 =L兼備 も .患歯 t･=ば何､の喝儀

もない各 日ですが ,尿鷹 を制作 するために見暦をひ ろめてゆ(温嵐 に於て欠

かすことのできない適性 J藍 にヲ私産で娃比等の上ゼ もt-ユ-マン,)レイシ召

ンの上 でも私 を勤か して いる勝 の希 え方の叔底 にある尋の .これ らはすべて

あのか す据えのない4年覆いこ培 われ た功のに他 ならずt, 単 文麻 でも史単称で

もない舷敬承 の卒業 生である ことを髄 か改藷 ()として各 日の努 めにいそ しん

どいるf弘をのですからo

ニ 年 目 の 威 想
大 田 美 也 子

卒葉 してか ら且か-阜 余 ()たちま した 9 単 鮭藤菰およそ東泉せず ′衝兜嚢
に寸劇衆故が ろすか っf=感 ですが .今頃 になってお展大のはこ,)クほoい磨 蜜

が腐 Lく感(､出 されています ｡ ′ノ教 帝 と しての立夢 か ら ク何か-富 とい う解

凍薪で したが∴ま f=Lt 〝激 輝 'yとい ちには糸 り東泉 ゼあ りまf:そ う酵 ば､れる ご

とをどうJb膚 ま射 ､のどすが′並歯 森亡ていること恵乞､を思 いつ くま ゝに述

べることに致 します ｡
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